
道路土工　　のり面工・斜面安定工指針

３．設計と施工

　3－2－1　切土のり面の標準断面

表3－1　切土に対する標準のり面勾配
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　3－3－1　切土のり面の標準断面

表3-4　盛土材料および盛土高に対する標準のり面勾配

1：1.5 ～ 1：1.8

1：1.8 ～ 1：2.0

1：1.8 ～ 1：2.0

1：1.5 ～ 1：1.8

1.：1.8 ～ 1：2.0

1：1.5 ～ 1：1.8

1：1.8 ～ 1：2.0

1：1.8 ～ 1：2.0

ハイフレームは、背面の”山”が安定していることを条件としている。

のり面の安定には直接的には寄与しない。

のり面安定には、ハイウォールが適しています。

ハイフレームと法面勾配ハイフレームと法面勾配

粘性土

硬岩

軟岩

砂
密実でない粒度分布の悪い
もの

密実なもの

密実でないもの

密実なもの、または粒度分
布の良いもの

密実でないもの、または粒
度分布の悪いもの

地山の土質 切土高

1：0.3 1：0.8

勾配

1：0.5 1：1.2

1：1.5

5m以下 1：0.8 1：1.0

5～10m 1：1.0 1：1.2

1：1.2

5m以下 1：1.0 1：1.2

10m以下 1：0.8 1：1.0

10～15m 1：1.0 1：1.2

5～10m 1：1.2 1：1.5

砂質土

砂利または岩塊混じ
り砂質土

岩塊または玉石混じ
りの粘性土

盛土材料 盛土高（m）

10m以下 1：0.8

粒度の悪い砂（SG） 10m以下

粒度の良い砂（S）、
礫及び細粒分混じり礫（G）

勾配

5m以下

摘要

火山灰質粘性土（V） 5m以下

基礎地盤の支持力が十分に
あり、浸水の影響の無い盛
土に適用する。
（　）の統一分類は代表的な
ものを参考にした。

標準のり面勾配の範囲外の
場合は安定計算を行う。

5m以下

5～10m

砂質土（SF）、硬い粘性土、硬い粘
土（洪積層の硬い粘性土、粘土、関
東ロームなど）

10m以下

10～20m
岩塊（ずり含む）

5～15m
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